
鎌倉映画茶論【リンゴ園の少女】 
「カフェサンスーシ」映画鑑賞の集い 

名作は何度見ても新たな発見と感動を与えてくれます 
  

 
 

毎月第三木曜１６時～感動の名画･永遠の名優と共にお過ごし下さい 
 

～ 作 品 紹 介 ～ 
1952年(昭和 27年)  松竹 島耕二監督  95分 

津軽の少女マルミ（美空ひばり）は、祖父公平（高堂国典）とリンゴ園を経営

近所の大倉リンゴ園の娘、中学校の音楽教師純子（小園蓉子）は、かねて 

「リンゴ追分」で有名な作曲家野村哲郎（山村聰）に歌の上手なマルミを 

師事させようと計画、「リンゴ祭」の音楽会でマルミの歌を聴いた野村は 

その才能に驚き、さらに彼女が山川リンゴ園の孫娘と聞くと顔色を変えます 

マルミの亡母は彼の青年時代の愛人であり、マルミは野村の子だったのです

祖父公平は野村の詫びを許さず、マルミにも父と会うことを禁じますが.. .

中学生（15歳）美空ひばりが唄う「リンゴ追分」「津軽のふるさと」！！！ 

 定員：15名  ご予約は０４６７-２３-７２２３ 岡本まで   

又は、当店 ＨＰからメールで 

「カフェサンスーシ」鎌倉雪の下 3 清泉小正門斜向い 

４月 20日（木） 

16時より 

無料上映 

 

カフェサンスーシ 
 


